
国
文
祭
「
み
す
ゞ
夢
空
間
」

交
通
規
制
の
お
願
い

11
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
仙
崎
地

区
で
開
催
す
る
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ

ち
2006
「
み
す
ゞ
夢
空
間
〜
仙
崎
ま
ち

な
み
フ
ェ
ス
タ
」
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
車
両
通
行
止
を
行
い
ま
す
。
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
区
間
①

・
場
所
　
仙
崎
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

・
期
間
　
11
／
７
（火）

13：

00
〜

11
／
12
（日）

24：

00

※
長
門
市
駅
方
面
行
き
仙
崎
駅
前
バ

ス
停
は
旧
と
き
わ
会
館
前
に
移
動

※
長
門
山
電
タ
ク
シ
ー
は
モ
チ
ヤ
マ

薬
局
横
の
駐
車
場
に
停
留

■
区
間
②

・
場
所
　
市
道
仙
崎
中
央
線
（
ム
ラ

キ
ヨ
商
事
前
〜
丹
下
歯
科
前
）

・
期
間
　
11
／
８
（水）
〜
11
／
12
（日）

17：

00
〜
22：

00
（
平
日
は
21：

00
）

■
区
間
③

・
場
所
　
市
道
仙
崎
中
央
線
（
丹
下

歯
科
前
〜
た
け
な
か
呉
服
店
前
）

／
市
道
本
町
線
（
八
坂
神
社
前
〜

仙
崎
公
民
館
前
、
仙
崎
公
民
館
前

〜
理
容
フ
ジ
タ
前
）
／
市
道
吉
金

桟
橋
線
／
市
道
栄
町
線

・
期
間
　
11
／
８
（水）
〜
11
／
12
（日）

18：

00
〜
22：

00
（
平
日
は
21：

00
）

■
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
係

源
泉
所
得
税
の

年
末
調
整
説
明
会

平
成
18
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方

と
法
定
調
書
等
の
提
出
方
法
等
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

な
お
、
説
明
会
で
は
事
前
に
送
付

し
ま
す
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
や

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」

な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説

明
し
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
書
類
の
中
に
あ
る
「
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案

内
」
の
下
欄
に
整
理
番
号
と
源
泉
徴

収
義
務
者
名
を
記
入
し
、
説
明
会
当

日
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

油
谷
・
日
置
地
区

■
日
時

11
／
15
（水）９：

30
〜
11：

30

■
場
所

油
谷
中
央
公
民
館大

会
議
室

■
対
象

油
谷
・
日
置
地
区

長
門
・
三
隅
地
区

■
日
時

11
／
16
（木）９：

30
〜
11：

30

■
場
所

中
央
公
民
館
大
講
堂

■
対
象

長
門
・
三
隅
地
区

■
そ
の
他

中
央
公
民
館
は
、
駐
車

場
が
狭
い
の
で
、
自
家
用
車
で
の

来
場
は
控
え
て
い
た
だ
き
、
な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

長
門
税
務
署
法
人
課
税
部
門

TEL
22
‐
２
４
４
１

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
さ
れ

た
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

場
合
は
、
今
年
１
年
間
に
納
付
（
納

付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等

が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
か
ら
、

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

送
付
時
期
は
、
今
年
１
月
１
日
か

ら
10
月
２
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
人
は
11
月
上
旬
に
、
年
の
途

中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た
場

合
な
ど
で
、
10
月
３
日
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や

領
収
証
書
を
、
必
ず
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
証
明
書
の
内
容
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ

先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

年
金
医
療
係

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

あ
な
た
の
「
も
し
や
」
が

子
ど
も
を
救
う

子
ど
も
自
身
は
、
訴
え
る
力
が
弱

く
、
虐
待
さ
れ
続
け
て
育
つ
と
そ
れ

が
普
通
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
せ
ば
誰
か
が
助
け
て
く
れ

る
と
い
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
さ
え

知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
周

囲
の
誰
か
が
気
づ
く
こ
と
が
、
子
ど

も
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
家
庭
・
地
域
で
虐
待
を
疑
わ
せ
る

サ
イ
ン
（「
こ
ど
も
虐
待
防
止
の

手
引
き
」
よ
り
）

①
虐
待
行
為
を
疑
わ
せ
る
状
況

・
虐
待
行
為
そ
の
も
の
の
目
撃

・
虐
待
を
疑
わ
せ
る
音
（
た
た
く
音

や
叫
び
声
な
ど
）

②
虐
待
を
疑
わ
せ
る
子
ど
も
の
状
況

・
不
自
然
な
傷
が
多
い

・
不
自
然
な
時
間
に
徘
徊
し
て
い
る

・
衣
服
や
身
体
が
非
常
に
不
潔

・
常
に
お
な
か
を
空
か
せ
て
い
て
与

え
る
と
隠
す
よ
う
に
し
て
が
つ
が

つ
食
べ
る

・
傷
や
家
族
の
こ
と
に
関
し
て
不
自

然
な
答
え
が
多
い

・
性
的
な
こ
と
で
過
度
に
反
応
し
た

り
不
安
を
示
し
た
り
す
る
な
ど

③
虐
待
を
疑
わ
せ
る
親
の
状
況

・
地
域
の
中
で
孤
立
し
て
お
り
、
子

ど
も
に
関
す
る
他
者
の
意
見
に
被

害
的
・
攻
撃
的
に
な
り
や
す
い

・
子
ど
も
が
ケ
ガ
を
し
た
り
、
病
気

に
な
っ
て
も
、
医
者
に
診
せ
よ
う

と
し
な
い

・
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
暴
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い

・
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
た
ま
ま
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
外
出
し
て
い
る
な
ど

■
虐
待
に
関
す
る
連
絡
先

虐
待
を

発
見
し
た
ら
児
童
相
談
所
か
市
の

家
庭
児
童
相
談
室
へ
、
い
ま
危
険

な
場
合
は
警
察
へ
、
ち
ょ
っ
と
気

に
な
る
と
き
は
市
の
家
庭
児
童
相

談
室
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

・
萩
児
童
相
談
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
１
１
５
０

※
休
日
・
夜
間
で
も
つ
な
が
り
ま
す

・
市
家
庭
児
童
相
談
室

TEL
23
‐
１
２
２
５

※
休
日
・
夜
間
は
宿
直
室

TEL
22
‐
２
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
　
　

児
童
福
祉
係



こ
ろ
ば
ん
塾
第
４
弾

今
回
の
こ
ろ
ば
ん
塾
の
テ
ー
マ
は

イ
ス
に
座
っ
て
出
来
る
運
動
「
ケ
ア

ビ
ク
ス
」
で
す
。

ケ
ア
ビ
ク
ス
と
は
「
ケ
ア
」（
介

護
）
の
名
の
と
お
り
、
高
齢
者
や
身

体
の
不
自
由
な
人
た
ち
が
無
理
な
く

運
動
で
き
る
よ
う
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
改
良
し
た
も
の
で
す
。

イ
ス
に
座
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

身
体
全
体
を
動
か
す
こ
と
か
ら
、
楽

し
く
有
酸
素
運
動
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ケ
ア
ビ
ク
ス
は
、
体
を
使
わ
な
い

こ
と
で
起
こ
る
生
活
不
活
発
病
（
廃

用
性
症
候
群
）
を
予
防
し
ま
す
。
ま

た
、
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
、
転
倒
骨

折
予
防
に
効
果
的
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
楽
し
く
気
軽
に
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

11
／
21
（火）９：

30
〜
11：

30

■
場
所

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象

市
内
在
住
の
40
歳
以
上

■
内
容

ケ
ア
ビ
ク
ス

■
募
集
人
員

50
人
（
先
着
）

■
服
装

動
き
や
す
い
服

■
参
加
料

無
料

■
申
込
期
限

11
／
17
（金）

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
係

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
65
歳
以
上
等
）
を
実
施

予
防
が
１
番
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と
、
肺
炎
を
併
発
し
た
り
死
亡

し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

法
律
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

長
門
市
民
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

・
接
種
時
点
で
65
歳
以
上
の
人

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、

心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害

を
有
す
る
人
。
該
当
者
は
予
診
票

に
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す

■
接
種
回
数

１
回
接
種

※
２
回
目
か
ら
は
全
額
個
人
負
担

■
期
間

平
成
18
年
11
／
１
（水）
〜

平
成
19
年
２
／
28
（水）

（
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
流
行
期
に
備
え
、
12
月
中
旬
ま
で

に
は
接
種
を
終
了
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

■
実
施
医
療
機
関

下
表
の
と
お
り

■
負
担
金

１
、
０
５
０
円

（
生
活
保
護
者
は
無
料
）

■
そ
の
他

・
こ
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
た

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
説

明
書
」
を
必
ず
事
前
に
お
読
み
く

だ
さ
い

・
予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
に
あ
り

ま
す

・
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
ご
持

参
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　

母
子
保
健
係

三

隅

文

化

祭

つ
な
げ
よ
う
未
来
へ
私
た
ち
の
文
化

11
月
４
日
と
５
日
の
２
日
間
、
三

隅
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。今
年
は
、

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
音
楽
隊
の

演
奏
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

11
／
４
（土）
・
５
（日）

■
会
場

三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、
三
隅
中
体
育
館

■
内
容
／
時
間

11
／
４
（土）

・
生
涯
学
習
作
品
展
示
　
　
　
　
　
　

９：

00
〜
18：

00

・
ビ
デ
オ
上
映

一
部
「
明
治
維
新
の
礎
を
築
い
た

男
た
ち
　
村
田
清
風
編
」

10：

00
〜
10：

45

二
部
「
私
の
地
球
」
香
月
泰
男

11：

00
〜
11：

45

・
陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
音
楽
隊

の
演
奏
　
　
　
13：

30
〜
14：

20

・
歌
謡
シ
ョ
ー
　
15：

00
〜
17：

00

・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
開
設

11：

00
〜
15：

00

11
／
５
（日）

・
生
涯
学
習
作
品
展
示
、
囲
碁
・
将

棋
大
会
、
軽
食
・
お
茶
席
・
即
売

コ
ー
ナ
ー
　
　
９：

00
〜
15：

00

・
芸
能
発
表
会
　
９：

30
〜
15：

00

■
そ
の
他
　
自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

は
入
場
整
理
券
を
発
行
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
三
隅
公
民
館

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
三
隅
公
民
館



第
10
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
体
育
協
会
で
は
、
第
10
回
市
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

11
／
26
（日）

受
付
９：

00
〜
　
開
会
９：

30
〜

■
会
場

な
が
と
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格

・
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

・
市
体
育
協
会
加
盟
団
体（
チ
ー
ム
）

■
種
目

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
男
性
の
部

（
女
性
が
入
る
の
は
可
）

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
女
性
の
部

・
フ
リ
ー
ク
ラ
ス
ト
リ
ム
の
部

（
男
女
各
２
人
。
男
１
女
３
は
不
可
）

■
チ
ー
ム
編
成

選
手
４
人
以
上
８

人
以
下
で
構
成
し
、
監
督
は
選
手

を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
ト
リ
ム
の
部
は
常
時
男
女
各

２
人
が
出
場
の
こ
と

■
参
加
料

１
チ
ー
ム
　
１
、
０
０
０
円

■
申
込
方
法

規
定
の
申
込
用
紙
に

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
む

■
申
込
期
限

11
／
17
（金）

■
代
表
者
会
議
日
時
／
会
場

・
11
／
20
（月）

18：

30
〜

・
市
教
育
委
員
会
別
館
２
階
会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
体
育
係

年
金
相
談
の

時
間
延
長
・
休
日
相
談

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

で
は
、
年
金
相
談
の
時
間
延
長
と
休

日
相
談
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
時
間
延
長
日
（
19：

00
ま
で
）

11
／
13
（月）
、
12
／
11
（月）

■
休
日
相
談
日（
９：

30
〜
16：

00
）

11
／
11
（土）
、
12
／
９
（土）

■
問
い
合
わ
せ

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
８

（
年
金
相
談
）

TEL
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
６

（
納
付
相
談
）

い
い
歯
の
日キャ

ン
ペ
ー
ン

長
門
歯
科
医
師
会
で
は
、
い
い
歯

の
日
（
11
／
８
）
に
あ
わ
せ
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

11
／
12
（日）11：

00
〜
15：

00

■
会
場

ウ
ェ
ー
ブ
地
下
１
階

■
内
容

歯
科
無
料
健
診
（
150
人
に

歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト
贈
呈
、
子
ど
も

50
人
に
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム
つ
か

み
ど
り
）
・
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
、
歯
科
保
健
指
導
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
歯
科
医
師
会
（
田
中
）

TEL
22
‐
６
４
８
０

街

頭

献

血

次
の
と
お
り
献
血
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
場
所

11
／
27
（月）

・
９：

00
〜
11：

00

長
門
土
木
建
築
事
務
所

・
12：

00
〜
13：

00

深
川
養
鶏
農
業
協
同
組
合

・
15：

00
〜
16：

00

岡
田
病
院

■
そ
の
他

・
200
ml
、
400
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す

・
献
血
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

10
月
11
日
、
全
国
大
会
に
出

場
す
る
選
手
の
激
励
会
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
・
大
会
名
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
第
19
回
全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お

か
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡

２
０
０
６
）
／
10
月
28
日
〜
30

日
／
静
岡
市

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

村
岡
　
良
子
（
三
隅
中
）

【
弓
道
】

福
江
　
博
史
（
三
隅
下
）

●
第
１
回
全
日
本
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
／
10
月
13
日
〜
15

日
／
徳
島
市

吉
富
　
　
豊
（
仙
崎
中
新
町
）

芳
本
　
光
明
（
西
深
川
板
持
３
区
）

松
永
　
亘
弘
（
東
深
川
田
屋
）

松
岡
　
修
二
（
東
深
川
中
山
）

戦
傷
病
者
の
妻
に

特
別
給
付
金
が
支
給

こ
の
特
別
給
付
金
は
、
戦
傷
病
者

を
永
年
介
護
さ
れ
て
き
た
奥
様
の
ご

労
苦
に
対
し
、
国
と
し
て
慰
藉
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
戦
傷
病
者

●
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０

０
６
広
島
大
会
／
９
月
16
日
〜
18

日
／
広
島
市
広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

中
野
　
光
子
（
油
谷
後
畑
大
畠
）

●
第
57
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全

国
大
会
／
10
月
24
日
〜
26
日
／
松

山
市
、
西
条
市

日
置
農
業
高
校

【
ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
】

篠
崎
　
隆
博
（
生
物
生
産
科
２
年
）

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

文
化
・
生
活
の
部
】

田
村
茉
莉
子
（
生
活
科
学
科
３
年
）

兼
本
　
理
恵
（
生
活
科
学
科
３
年
）

安
野
　
千
春
（
生
活
科
学
科
３
年
）

木
戸
美
由
紀
（
生
活
科
学
科
３
年
）

迫
山
陽
菜
子
（
生
活
科
学
科
３
年
）

中
野
明
日
香
（
生
活
科
学
科
３
年
）

中
村
　
衣
里
（
生
活
科
学
科
３
年
）

西
村
　
鈴
恵
（
生
活
科
学
科
３
年
）

前
列
左
か
ら

田
村
さ
ん
、
兼
本
さ
ん
、

安
野
さ
ん
、
木
戸
さ
ん
、
迫
山
さ
ん
、

中
野
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、
西
村
さ
ん
、

後
列
左
か
ら

淺
田
さ
ん
、
藤
津
さ
ん
、

山
田
さ
ん
、
福
田
さ
ん
、
篠
崎
さ
ん

【
農
業
鑑
定
競
技
・
農
業
の
部
】

淺
田
麻
衣
子
（
生
物
生
産
科
３
年
）

【
農
業
鑑
定
競
技
・
園
芸
の
部
】

藤
津
　
拓
巳
（
生
物
生
産
科
３
年
）

【
農
業
鑑
定
競
技
・
生
活
科
学
の
部
】

山
田
　
弘
美
（
生
活
科
学
科
３
年
）

福
田
　
　
紋
（
生
活
科
学
科
３
年
）

の
奥
様
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

「
第
18
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は
「
第

20
回
特
別
給
付
金
」
を
受
給
さ
れ
て

い
た
戦
傷
病
者
の
妻
の
場
合

次
の
い
ず
れ
か
の
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
右
記
国
債
を
時
効
に
よ
り
失
権
し

た
場
合
で
も
、
各
制
度
の
対
象
に

な
り
ま
す

■
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
の
継
続
支
給

戦
傷
病
者
が
平
成
18
年
10
月
１
日

に
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特

例
傷
病
恩
給
、
傷
害
年
金
を
受
け

て
い
る
場
合
に
、
そ
の
妻
に
支
給

し
ま
す

■
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
の
特
例
支
給

戦
傷
病
者
が
平
成
８
年
10
月
１
日

（
ま
た
は
平
成
５
年
４
月
１
日
）

以
降
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
一
般
の
ケ
ガ
や
病
気
で
死

亡
（
平
病
死
）
さ
れ
た
場
合
に
、

そ
の
妻
に
支
給
し
ま
す

■
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
の
支
給

戦
傷
病
者
が
平
成
８
年
10
月
１
日

（
ま
た
は
平
成
５
年
４
月
１
日
）

以
降
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
公
務
傷
病
や
勤
務
関
連
傷

病
で
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の

妻
に
支
給
し
ま
す

新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
と
な
ら
れ
た

場
合

・
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15

長
門
市
学
校
食
育
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・

中
学
校
の
給
食
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
な
ど
で
、
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
、
食
や
農
業
に
関
す
る
正
し
い
理

解
を
深
め
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

出
前
講
座
・
郷
土
料

理
教
室
・
農
場
案
内
・
体
験
学
習

（
農
作
物
栽
培
指
導
な
ど
）
の
支

援
等

■
申
し
込
み
要
件

・
食
や
農
業
に
関
す
る
知
識
・
理
解

が
あ
る
こ
と

・
自
ら
車
等
で
移
動
が
可
能
で
あ
る

こ
と

■
申
込
期
限

平
成
19
年
３
／
30
（金）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
学
事
係

年
４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が
戦
傷

病
者
と
し
て
、
増
加
恩
給
、
傷
病

年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
傷
害
年

金
等
の
受
給
権
を
取
得
し
た
場
合

に
、
そ
の
妻
に
支
給
し
ま
す

・
右
記
の
期
間
内
に
戦
傷
病
者
と
し

て
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
て
い
る

人
と
婚
姻
し
た
妻
に
支
給
し
ま
す

■
受
付
期
限

平
成
21
年
９
／
30

■
受
付
窓
口

本
庁
地
域
福
祉
課
、

三
隅
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
日

置
保
健
セ
ン
タ
ー
、
油
谷
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
、
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
係

海
技
免
許
の
更
新
講
習

海
技
免
許
の
更
新
（
５
年
毎
の
更

新
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時

11
／
19
（日）

９：

30
〜

■
場
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
持
参
物

海
技
免
許
、
本
籍
地
記

載
の
住
民
票
１
通
、
写
真
２
枚

（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
。
パ
ス
ポ
ー

ト
サ
イ
ズ
。
ス
ピ
ー
ド
可
）

■
費
用

小
型
免
許
更
新
講
習

８
、
０
０
０
円

小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
、
９
９
０
円

■
問
い
合
わ
せ

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
２
‐
６
６
‐
４
０
２
９

▲ 村岡良子さん▲ 福江博史さん

▲ 松岡修二さん

▲ 吉富　豊さん

▲ 芳本光明さん▲ 松永亘弘さん

▲ 中野光子さん
▲



議
院
議
員
の
政
治
家
と
し
て
の
気
骨

と
信
念
、
そ
し
て
そ
の
時
代
に
感
慨

深
く
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
市
民
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
は
、
総
理
の
選
挙

区
で
あ
る
と
と
も
に
故
郷
で
も
あ
り

ま
す
。
幼
い
時
分
、
家
族
と
共
に
遊

ば
れ
た
海
や
川
が
、
私
た
ち
長
門
市

民
が
遊
ん
だ
油
谷
湾
や
青
海
島
で
あ

り
、
ま
た
掛
淵
川
で
あ
る
よ
う
に
、

ふ
る
さ
と
の
風
景
は
私
た
ち
と
同
じ

で
す
。

総
理
は
「
自
信
と
誇
り
の
持
て
る

日
本
」、「
美
し
い
国
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
、
改
革
に
日
夜
奮
闘
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
多
忙
極
ま
り
な
い
職

務
の
中
、
目
指
す
国
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
る
上
で
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

長
門
が
総
理
の
胸
中
に
浮
か
ぶ
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
考
え
た
り
も

し
ま
す
。

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち

が
誇
り
を
持
て
る
の
は
、
そ
こ
だ
と

思
い
ま
す
。
国
づ
く
り
と
い
う
激
務

の
中
、
ふ
と
故
郷
の
自
然
や
風
を
思

い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け
る
、
私
た
ち

が
そ
う
思
え
る
関
係
（
つ
な
が
り
）

は
、
地
元
市
民
の
特
権
で
す
。

私
た
ち
が
総
理
の
お
役
に
立
て
る

こ
と
は
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
と
総
理
は
し
っ
か
り

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
誇
り
を

持
つ
こ
と
が
、
総
理
へ
の
支
え
に
な

ふるさと総理誕生

９
月
26
日
、
地
元
選
出
の
衆
議
院

議
員
、
安
倍
晋
三
先
生
が
第
90
代
内

閣
総
理
大
臣
に
就
任
さ
れ
、
安
倍
新

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

待
望
の
長
州
８
人
目
の
宰
相
で
あ

る
と
と
も
に
、
地
元
か
ら
は
初
め
て

の
総
理
の
誕
生
に
長
門
市
民
は
喜
び

に
沸
き
ま
し
た
。

外
国
訪
問
の
時
、
飛
行
機
の
タ
ラ

ッ
プ
を
昇
り
降
り
す
る
小
泉
総
理
の

姿
が
き
っ
と
近
い
将
来
安
倍
先
生
に

変
わ
る
だ
ろ
う
と
、
夢
を
見
て
い
た

長
門
市
民
は
多
い
は
ず
で
す
。
そ
の

夢
が
実
現
し
た
今
、「
総
理
の
道
」
半

ば
で
倒
れ
ら
れ
た
お
父
さ
ん
、
故
安

倍
晋
太
郎
元
外
務
大
臣
や
、
祖
父
で

あ
る
岸
信
介
元
総
理
、
安
倍
寛
元
衆

■三隅総合支所（２階会議室）
11月２日（木）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
11月８日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
11月13日（月）9：00～11：30
■ 長門市央公民館２階談話室
11月22日（水）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
の
昭
恵
夫
人

も
、
長
門
の
自
然
や
人
情
を
こ
よ
な

く
愛
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
な
ん
と
い

っ
て
も
気
さ
く
で
、
私
た
ち
長
門
市

民
に
も
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
そ
ん
な
身
近
な
女
性
が
総

理
夫
人
と
い
う
の
も
私
た
ち
に
と
っ

て
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

総
理
を
こ
ん
な
に
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
私
た
ち
長
門
市
民

は
、
日
本
一
の
果
報
者
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

安
倍
総
理
、
そ
し
て
昭
恵
夫
人
の

今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら

お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

11
／
18
（土）17：

30
〜
19：

30

■
会
場

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
入
場
料

・
無
料
で
す
が
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す

・
入
場
整
理
券
は
11
／
２
（木）
10
時
か

ら
配
布
し
ま
す

・
１
人
２
枚
ま
で
と
し
ま
す

■
入
場
整
理
券
配
布
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

が
と
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
、
市
役

所
総
務
課
、各
総
合
支
所
総
務
課
、

各
出
張
所

■
そ
の
他

入
場
整
理
券
は
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。
な
く
な
り
次
第

配
布
を
終
了
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

第
25
回
記
念
萩
養
ま
つ
り

萩
養
護
学
校
で
は
、
第
25
回
記
念

萩
養
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

11
／
19
（日）９：

15
〜
15：

00

■
場
所

山
口
県
立
萩
養
護
学
校

■
内
容
　
萩
養
護
学
校
児
童
生
徒
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
、
育

友
会
バ
ザ
ー
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

食
堂
・
喫
茶
、食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
、

手
作
り
品
販
売
、
福
祉
関
係
施
設

の
紹
介
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
立
萩
養
護
学
校

TEL
０
８
３
８
‐
２
５
‐
７
２
８
０

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ

ラ
ス
」
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
全

国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全

国
に
50
カ
所
以
上
の
事
務
所
を
置

き
、
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の
に

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
分
か

ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
と
き
は
、

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容

・
情
報
提
供
　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
に
役
立
つ
情
報
の
無
料
提
供

・
民
事
法
律
扶
助
　
資
力
の
貧
し
い

人
の
た
め
の
無
料
相
談
や
裁
判
費

用
な
ど
の
立
て
替
え

・
司
法
過
疎
対
策
　
弁
護
士
が
い
な

い
な
ど
法
律
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
難
し
い
地
域
で
の
適
切
な

料
金
で
の
法
律
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
犯
罪
被
害
者
支
援
　
被
害
者
支
援

に
詳
し
い
弁
護
士
や
支
援
団
体
な

ど
に
関
す
る
情
報
の
無
料
提
供

・
国
選
弁
護
関
連
業
務
　
国
選
弁
護

人
を
確
保
し
捜
査
か
ら
裁
判
ま
で

一
貫
し
た
国
選
弁
護
体
制
の
整
備

■
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

・
一
般
相
談

TEL
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

・
犯
罪
被
害
者
相
談

TEL
０
５
７
０
‐
０
７
９
７
１
４

■
問
い
合
わ
せ

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

山
口
地
方
事
務
所

TEL
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０

法
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.h
o
u
te
ra
su
.o
r.jp

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

山
口
地
方
法
務
局
と
山
口
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
に
あ
わ
せ
、
配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
に
お
け

る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

不
正
軽
油
の
情
報
は

不
正
軽
油
110
番
に

県
で
は
、
不
正
軽
油
の
製
造
や
販

売
、
使
用
等
を
一
掃
す
る
た
め
、
広

く
県
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
情
報
を

24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
も
し
か
す
る
と
不
正
軽
油
で
は
」

と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
不
正
軽
油

110
番
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
正
軽
油
110
番

TEL
０
１
２
０
‐
７
９
７

な

く

な

れ

‐
２
４
１

ふ
　
せ
　
い

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

FAX
０
８
３
‐
９
２
５
‐
４
１
４
９

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

a
1
0
7
0
5

@
p
re
f.ya
m
a
g
u
c
h
i.lg
.jp

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
税
務
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
２
７
７

山
口
県
税
事
務
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
３
１
１
１

県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労

者
小
口
資
金
貸
付
制
度

次
の
人
を
対
象
に
、
大
学
、
短
期

大
学
等
へ
の
進
学
資
金
を
貸
し
付
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
対
象
者

中
小
企
業
勤
労
者

で
県
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
同

一
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
人

■
貸
付
限
度
額

300
万
円

■
償
還
期
間

10
年
以
内

※
う
ち
在
学
期
間
中
で
４
年
以
内
の

据
置
可

■
貸
付
利
率

年
2.5
％
（
別
に
保
証

料
が
必
要
）

※
高
等
学
校
等
の
教
育
資
金
に
つ
い

て
は
限
度
額
70
万
円
、
償
還
期
間

３
年
（
据
置
な
し
）

■
申
込
先

中
国
労
働
金
庫
（
貸
し

付
け
に
あ
た
っ
て
は
中
国
労
働
金

庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
　

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
係

TEL
23
‐
１
１
３
６

山
口
県
労
働
政
策
課

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト
」

長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
創
立
20
周
年
を
記
念
し
て

「
芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。
記
念
式
典
終
了
後
、
会
員
以

外
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
求

め
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
／
22
（水）

15：

00
〜
16：

00
（
予
定
）

■
会
場

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
入
場
料
　
500
円
（
全
席
自
由
）

■
入
場
整
理
券
配
布
先

長
門
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
三
隅
、

日
置
、
油
谷
各
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

TEL
22
‐
５
６
３
９

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女
性

を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の

解
決
に
向
け
た
助
言
と
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
日
時

11
／
13
（月）
〜
19
（日）

８：

30
〜
19：

30

※
土
・
日
曜
日
は
10：

00
〜
17：

00

■
女
性
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

TEL
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
２
９
５

小
規
模
企
業
共
済
制
度
・

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

小
規
模
企
業
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人

事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
が
事

業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ
れ
た
場

合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建

を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
制
度

で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た

め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
は
全

額
所
得
控
除
。
受
け
取
る
共
済
金
も

退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公
的
年
金
等

の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引

先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営

悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
、
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
、
中
小
企
業
を
守

る
た
め
に
、
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制

度
で
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
無
担
保
・

無
保
証
人
で
、
積
み
立
て
掛
金
の
10

倍
の
範
囲
内
（
最
高
３
、
２
０
０
万

円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借

入
可
能
で
す
。
毎
月
の
掛
金
も
税
法

上
、
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入

で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

詳
し
い
内
容
の
お
問
い

合
せ
と
加
入
申
し
込
み
は
、
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
金
融
機
関
の

窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ど
ち
ら
の
共
済
制
度
の
運
営

は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す

h
ttp
://w

w
w
.sm
rj.g
o
.jp
/

kyo
sa
i/in
d
e
x.h
tm
l/

■
問
い
合
わ
せ

長
門
商
工
会
議
所

TEL
22
‐
２
２
６
６

賃
金
不
払
残
業
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
賃
金

不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

と
し
、
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
と

賃
金
不
払
残
業
の
解
消
を
目
的
と
し

た
労
使
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
賃
金
不
払
残
業
　
労
使
が
協
力

し
合
い
、
解
消
し
よ
う
！
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
11
月
23
日
の
勤
労

感
謝
の
日
に
全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
ま
す
。

■
全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

・
日
時
　
11
／
23
（木）

９：

00
〜
17：

00

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

TEL
０
１
２
０
‐
７
９
３
‐
２
８
３

■
問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

TEL
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
０

自
衛
隊
第
13
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト


